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付属資料 1. 調査団員氏名、所属 
 
(1) 基本設計本格調査 

担当業務 氏名 所属先 

総括 横倉 順二 独立行政法人国際協力機構セネガル事務所 

技術参与 岡本 勝 独立行政法人水産総合研究センター 

計画管理 芳沢 忍 
独立行政法人国際協力機構 

無償資金協力部業務 4課 

業務主任／水産物流通加工 高橋 邦明 水産エンジニアリング株式会社 

建築計画 渡辺 邦弘 水産エンジニアリング株式会社 

水産機材計画 山根 聡 水産エンジニアリング株式会社 

土木施設計画／自然条件調査 隠木 俊人 水産エンジニアリング株式会社 

調達計画／積算 内田 昭 水産エンジニアリング株式会社 

仏語通訳 佐々木 正之 水産エンジニアリング株式会社 

 

 

(2) 基本設計概要説明   

担当業務 氏名 所属先 

総括 小西 淳文 独立行政法人国際協力機構セネガル事務所 

技術参与 岡本 勝 独立行政法人水産総合研究センター 

業務主任／水産物流通加工 高橋 邦明 水産エンジニアリング株式会社 

建築計画 渡辺 邦弘 水産エンジニアリング株式会社 

水産機材計画 山根 聡 水産エンジニアリング株式会社 

仏語通訳 佐々木 正之 水産エンジニアリング株式会社 

  



付属資料 2. 調査行程 
 
(1) 基本設計本格調査時 
No. 月日 官団員、①、②、③、⑥、④、⑤ 
1 3 月 3 日 水 成田(12:45)→ﾊﾟﾘ(17:25) 
2 4 日 木 ﾊﾟﾘ(16:30)→ﾀﾞｶｰﾙ(21:25) 
3 5 日 金 大使館､JICA 事務所､経済財務省､漁業省海洋漁業局表敬､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ説明協議 
4 6 日 土 ﾀﾞｶｰﾙ→ｻﾝﾙｲ ｻﾝﾙｲ支局との協議 ｻﾝﾙｲ水揚場･加工場視察 
5 7 日 日 ｻﾝﾙｲ→ﾛﾝﾌﾟﾙ→ｶﾔｰﾙ(ｶﾔｰﾙ水産ｾﾝﾀｰ)→ﾀﾞｶｰﾙ 計画予定地視察､既存施設調査 
6 8 日 月 実施機関との協議 
7 9 日 火 実施機関との協議 
8 10 日 水 実施機関との協議 
9 11 日 木 議事録署名､大使館､JICA 報告 

管団員帰国(ﾀﾞｶｰﾙ(23:45)→) 
 ①、③、⑥ ④ ②、⑤ 

11 12 日 金 ｱﾝｹｰﾄ調査打合せ 自然条件調査準備 既存ｲﾝﾌﾗ調査 
12 13 日 土 ｱﾝｹｰﾄ調査準備 資料収集 自然条件調査準備 既存ｲﾝﾌﾗ調査 

   ①、②、③、④、⑤、⑥ 
13 14 日 日 ﾀﾞｶｰﾙ→ﾌｧｽﾎﾞｲ→ﾛﾝﾌﾟﾙ 

   ①、③、⑥ ④ ②、⑤ 
14 15 日 月 ﾛﾝﾌﾟﾙ聞取り調査/漁民組合との協議(漁

業/加工実態調査/生活環境調査) 
自然条件調査 ﾛﾝﾌﾟﾙ既存施設現況調査 

15 16 日 火 ﾛﾝﾌﾟﾙ聞取り調査/漁民組合との協議(漁
業/加工実態調査/生活環境調査) 

自然条件調査 ﾛﾝﾌﾟﾙ既存施設現況調査 

16 17 日 水 ﾛﾝﾌﾟﾙ聞取り調査/漁民組合との協議(漁
業/加工実態調査/生活環境調査) 

自然条件調査 ﾛﾝﾌﾟﾙ既存施設現況調査 

17 18 日 木 ﾛﾝﾌﾟﾙ聞取り調査(漁業/加工実態調査/
生活環境調査) 

ﾛﾝﾌﾟﾙ→ﾀﾞｶｰﾙ 

18 19 日 金 ｻﾝﾙｲ現状調査(漁業/加工実態調査) 建築事情･施工計画関連調査 
19 20 日 土 ﾛﾝﾌﾟﾙ聞取り調査(漁業/加工実態調査/

生活環境調査) 
建築事情･施工計画関連調査 

 ①、②、③、④、⑤、⑥ 
20 21 日 日 ﾛﾝﾌﾟﾙ→ﾀﾞｶｰﾙ 

 ①、③、⑥ ④ ②、⑤ 
21 22 日 月 資料収集/聞取り調査(流通関係者) 資料収集 建築関連調査 
22 23 日 火 水産資源管状況調査 資料収集 ｲﾝﾌﾗ関連諸官庁協議 
23 24 日 水 水産関連情報収集 資料収集 建設関連法規調査 
24 25 日 木 水産関連情報収集 自然条件調査打ち合わせ ﾀﾞｶｰﾙ→ﾛﾝﾌﾟﾙ、資材調達事情調査 
25 26 日 金 統計局で水産物価格動向調査 自然条件調査打ち合わせ 資材調達事情調査 
26 27 日 土 既援助水産関連施設状況調査(ｶｵﾗｯｸ中央市場､ﾐｼﾗ水産ｾﾝﾀｰ) 
27 28 日 日 既援助水産関連施設状況調査(ｶｵﾗｯｸ中央市場､ﾐｼﾗ水産ｾﾝﾀｰ) 

 ①、③、⑥ ④ ②、⑤ 
28 29 日 月 水産資源ﾃﾞｰﾀ情報収集 ﾀﾞｶｰﾙ→ﾛﾝﾌﾟﾙ、自然条件調査 資材調達事情調査 
29 30 日 火 実施機関と協議 

ｱﾝｹｰﾄ調査結果についての協議 
自然条件調査 建築関連調査 

30 31 日 水 ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ関連調査 自然条件調査 建築関連調査 
 ①、③、⑥ ②、④ ⑤ 

31 4 月 1 日 木 ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ関連調査 ﾛﾝﾌﾟﾙ→ﾀﾞｶｰﾙ、 ﾀﾞｶｰﾙ(23:45)→ 
32 2 日 金 聞取り調査(水産資源関係者) 自然条件調査打ち合わせ →(06:20)ﾊﾟﾘ(13:15)→ 
33 3 日 土 聞取り調査(水産資源関係者) 自然条件調査打ち合わせ →成田（7:50） 
34 4 日 日 資料整理 自然条件調査打ち合わせ  
35 5 日 月 JICA に報告 自然条件調査打ち合わせ  

 ①、②、③、④、⑥ 
36 6 日 火 実施機関と最終協議、大使館報告 

①：ﾀﾞｶｰﾙ(23:45)→ 
 ① ②、③、⑥ ④ 

37 7 日 水 →(06:20)ﾊﾟﾘ(13:15)→ ﾀﾞｶｰﾙ(23:45)→ 補足調査 
38 8 日 木 →成田（7:50） →(06:20)ﾊﾟﾘ(13:15)→ 補足調査 
39 9 日 金  →成田（7:50） 補足調査 
40 10 日 土   補足調査、ﾀﾞｶｰﾙ(23:45)→ 
41 11 日 日   →(06:20)ﾊﾟﾘ(13:15)→ 
42 13 日 月   →成田（7:50） 

①～⑥の団員は下記の通り① 
業務主任／水産物流通加工② 
建築計画③ 水産機材計画④ 
土木施設計画／自然条件調査

⑤ 調達計画／積算⑥ 通訳（ﾌ

ﾗﾝｽ語） 

 



 
 
(2) 基本設計概要説明時 
No. 月日 官団員、①、②、③、⑥ 
1 6 月 19 日 土 成田(12:05)→ﾊﾟﾘ(17:30) 
2 20 日 日 ﾊﾟﾘ(16:10)→ﾀﾞｶｰﾙ(19:55) 
3 21 日 月 大使館､JICA 事務所､経済財務省､漁業省海洋漁業局表敬､基本設計概要書説明協議 
4 22 日 火 ﾀﾞｶｰﾙ→ﾛﾝﾌﾟﾙ、ｻｲﾄ視察、ﾛﾝﾌﾟﾙ→ﾀﾞｶｰﾙ 
5 23 日 水 実施機関と協議 
6 24 日 木 実施機関と協議 
7 25 日 金 議事録協議 
8 26 日 土 団内協議 
9 27 日 日 団内協議 

10 28 日 月 議事録署名、大使館報告、ﾀﾞｶｰﾙ（23:00）→ 
11 29 日 火 →（6:25）ﾊﾟﾘ（13:15）→ 
12 30 日 水 →（7:50）成田 
①～⑥の団員は下記の通り① 業務主任／水産物流通加工、② 建築計画、③ 水産機材計画、⑥ 通訳（ﾌ

ﾗﾝｽ語） 



付属資料 3 関係者リスト 
基本設計本格調査面談者リスト 

面談者 役職 役職 
DCEF/MEF (経済財務省経済財政協力局)  
Daonda DIOP Directeur 財政協力局長 
Dioh Aminata BA Chef bureau Asie アジア課長 
   
Direction Energie/MEM (エネルギー省エネルギー局)  
Daonda DIOUF Assistance dans division électricité エネルギー部アシスタント 
   
DPM / MP（漁業省海洋漁業局）  
Ndiaga GUEYE Directeur de Pêches Maritimes 海洋漁業局長 
Moustapha THIAM Adjoint Directeur de Pêches Maritimes 海洋漁業局次長 
Moussa DIOP Coordinateur du Projet プロジェクトコーディネーター 
Aboubakry KANE Charge d'etude 調査担当 
Aboubaear DIENG Statistique 統計担当 
Assane MDOYE Bureau Gestion 管理事務担当 
Alassane SARR Ingénieur  エンジニア 
Alassane DIENG Gestionnaire resources maritimes 海洋資源管理部 
Mouttamadou 
KAMBIE 

Projet et Programme プロジェクト・プログラム担当 

Cheikh DIALLO Chef Service Régional 
pêche/surveillance de Louga 

ルガ支局長 

Balla GUEYE Chef service département de Kébémer ケベメール支所長 
Mamadou THIAM Chef de poste de contrôle de Lompoul ロンプル出張所長 
Molick SARR Chef de poste (Kayar) カヤール出張所長 
Alassane Samba DIOP Chef de secteur (Kayar) カヤール支部長 
   
DPSP (漁業監視・保護局)  
Soülan KANDE Chef de Centre (DPSP) カヤールセンター長 
   
県知事・村長  
Diaharia DIAW Gouverneur de la Région de Louga ルガ州知事 
Ibrahima WONE Préfet du Département de Kébémer ケベメール県知事 
Ousmane SOW Chef du village de Lompoul sur mer ロンプル・シュル・メール村村

長 



CRODT (ダカール・チャロイ海洋研究所)  
Djiby THIAM Stocks Démersaux 浮魚資源 
Birane SAMB Stocks Pélagiques 底魚資源 
   
Communauté professionnelle de Lompoul sur mer (ロンプルシュールメール漁業関係者組合) 
Abioune KA Pêcheur 漁民 
Balla TEUW Pêcheur 漁民 
Arona KA Pêcheur 漁民 
Samba BA Pêcheur 漁民 
Mayari BA Pêcheur 漁民 
Gayo BA Pêcheur 漁民 
Masda KA Pêcheur 漁民 
Elnady KA Pêcheur 漁民 
Jbnahiona DIUG Pêcheur 漁民 
Abou BA Mareyeur 仲買人 
Ousmane SOW Mareyeur 仲買人 
Amadou BA Mareyeur 仲買人 
Salif BA Mareyeur 仲買人 
Amadou SOW Mareyeur 仲買人 
Arona BA Mareyeur 仲買人 
Maodo BA Mareyeur 仲買人 
Moussa SENE Mareyeur 仲買人 
Youssou BA Mareyeur 仲買人 
Alousseynou BA Mareyeur 仲買人 
Abidoulaye SOW Mareyeur 仲買人 
Oumon SARR Transformatrice 加工人 
   
Get Ndahr (ゲンダール)  
Oumer SEYE Pêcheur (Senne tournante) まき網船船主 
Doudou Fall Bane 
MBAYE 

Pêcheur (Senne tournante) まき網船船主 

El Hadj NDOAYE Pêcheur (Senne tournante) まき網船船主 
Abdou Khadre NIANG Pêcheur (Senne tournante) まき網船船主 
Cheikh Tidiane DIOP Pêcheur (Senne tournante) まき網船船主 

 



基本設計概要説明面談者リスト 
 

面談者 役職 役職 
MEM（海洋経済省） 
Djibo Leity KA Ministre de l’Economie Maritime 海洋経済大臣 
DPM（水産局） 
Ndiaga GUEYE Directeur de Pêches Maritimes 海洋漁業局長 
Moustapha THIAM Adjoint au Directeur de Pêches Maritimes 海洋漁業局次長 
Kalidou COLY Ingénieur DPM エンジニア 
Alassane SARR Ingénieur DPM  エンジニア 
Alassane DIENG Gestionnaire resources maritimes 海洋資源管理部 
Babou LOUM   
Moussa DIOP Coordinateur du Projet プロジェクトコーディネ

ーター 
Cheikh DIALLO Chef Service Régional pêche/surveillance de 

Louga 
ルガ支局長 

Balla GUEYE Chef service département de Kébémer DPM ケベメール支所長 
Mamadou THIAM Chef de poste de contrôle de Lompoul ロンプル出張所長 
小野 岩男  JICA 専門家 
DCEF/MEF (経済財務省経済財政協力局) 
Daonda DIOP Directeur 財政協力局長 
DPSP（漁業監視・保護局） 
Babacar BA DPSP 漁業監視・保護局 
Ibrahima SY DPSP 漁業監視・保護局 
その他 
Ibrahima WONE Prefet du Department de Kébemer ケベメール県知事 
Beuoir Pierre GUEYE Bureau d’Etude, S&E S&E コンサルタント 
Ngom EMILE ASER 地方電化開発公社 
Mamadou GUEYE Phare et Balise 灯台部 
Ousmane SOW Chef de village ロンプル・シュル・メー

ル村長 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

付属資料 4. 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋） 

 

 
 
 
 







 

 

 

 

 

 

 

付属資料 5. 討議議事録 

     

     5-1 基本設計本格調査 

     5-2 基本設計概要説明調査 

 





























( 仮 訳 ) 
 

セネガル共和国 
ロンプル水産センター建設計画 基本設計調査 

協議議事録 
 

 
セネガル共和国政府の要請に基づき、日本国政府は「ロンプル水産センター建設計画」

（以下「計画」と称す）に係る基本設計調査の実施を決定し、その調査を独立行政法人

国際協力機構（以下「JICA」と称す）に委託した。 
   JICA は、セネガル共和国（以下「セ」国という）へ、JICA セネガル事務所無償資金協

力調査員 横倉 順治を団長とし、2004 年 3 月 4 日～4 月 10 日を調査日程とする基本

設計調査団（以下、「調査団」という）を派遣した。 
 

調査団は「セ」国政府関係者と協議し、調査対象地域において現地調査を実施した。 
 

協議および現地調査の結果、日「セ」国双方は付属書に示す基本項目について確認した。

コンサルタント団員は引き続き「セ」国に滞在し、4 月 10 日まで調査を行う。 
 
 

ダカール 
2004 年 3 月 11 日 

 
 
 
 
 

団長 横倉 順治                      M. Moustapha THIAM 
独立行政法人国際協力機構            海洋漁業局次長 
基本設計調査団                 漁業省 

 
 
立会 
 
 
 
  
  

M. Cheikh DIAKHATE                M. Daouda DIOP 
エネルギー局長                          財政協力局長 
エネルギー省                  経済財務省 
 



付属書 
 
 
双方は、本計画が以下の基本方針に基づき検討されることについて確認した。 

 
 
 
1. 本計画の目的 

本計画は施設の建設と機材の調達により、ロンプルにおける加工品を含む水産物流通

の改善を目的とする。 
 
 

2.  計画サイト 
2-1. 計画サイトは添付書類 1 に示されるエリアである。「セ」国政府は計画の実施に

必要な用地を提供する事を確約した。 
2-2. 漁業省は、用地の使用に係る環境影響評価及び関連省庁の認可を基本設計調査概

要書説明時までに取得する事を確約した。 
 
 

3. 責任及び実施機関 
3-1. 責任機関は漁業省とする。右組織の構成は添付書類 2 に示される。 
3-2. 実施機関は漁業省海洋漁業局とする。 

 
 
4. 「セ」国側要請内容 
 本調査団との協議を通じ、添付資料 3 に示された内容が「セ」国側から要請された。 
 JICA は今後、要請内容の妥当性を検討し、妥当性が確認された場合には日本政府の承

認を得るための勧告を行う。 
 
 
5. 日本の無償資金協力システム 
 調査団は「セ」国政府に対し、日本の無償資金協力システムについて説明し、「セ」国側

は添付資料 4 (和文では省略) に記載した日本政府及び「セ」国政府の分担事項を理解した。 
 
 
6. 調査スケジュール 

6-1. コンサルタント団員は、「セ」国に滞在し、4 月 10 日まで調査を行う。 
6-2. JICA は基本設計調査概要書をフランス語で作成し、エネルギー省の「財政年

度 2005 年のロンプル・シュル・メールまでの送電計画」に係る報告書を「セ」

国政府が在セネガル日本大使館に提出した後、基本設計調査概要書の内容を説

明するための調査団を 2004 年 6 月上旬頃に「セ」国に派遣する。 
6-3. 基本設計概要書が「セ」国側に確認された後、JICA は最終報告書を作成し、

基本設計調査概要書説明の調査団派遣から 3 ヵ月後に「セ」国政府に送付する。  
 
 

7. 本計画施設機材管理 
7-1. 本計画施設・機材は「セ」国政府が所有し、それらの適正な運営維持管理につ

いて「セ」国政府が全責任を持つことが確認された。 
7-2. 「セ」国政府は本計画施設・機材が持続的・効果的に利用されるために、適切

な技術、管理能力、資金を持つ運営体制を確立する事を確約した。  



 
 

8. その他 
8-1. 調査団は計画サイトが 1 箇所となったことから本計画名を「ロンプル水産セン

ター建設計画」に変更したいと提案し「セ」国側は同意した。 
8-2. 双方は、2005 年度末までにロンプル・シュル・メールへ電力が供給されること

を前提として本計画は立案されていることを確認した。 
8-3. 「セ」国側から研修指導者用宿泊施設及び小型トラックの強い要請があった。日本

側は日本政府に「セ」国側の意向を伝えることを約束したが、供与は困難であると

返答した。



付属資料 2    
 

国立漁業養殖技術訓練センター 

漁業・養殖地方支局 

セネガル漁業保護・監視局 

大規模漁業部 零細漁業部 海洋漁業整備部 

海洋漁業局 内陸漁業・水産養殖局 

零細漁業振興センター 

情報室 

技術支援室 

企画室 

総務 

漁獲物有効利用部 

漁業省 



付属資料 3 
 

要請コンポーネント 
 
 

1. 施設 
1) 加工場及び付帯施設 
2) 保蔵施設 
3) 水揚げ施設 
4) 保管庫 (漁具倉庫) 
5) 製氷冷蔵施設及び付帯施設 
6) 管理施設 
7) 基本インフラ 

 
 

2. 機材 
1) 加工機材 
2) 流通機材 
3) 多目的集会室用機材 

 
 

3. 管理支援 ： 漁民、加工女性による本計画施設機材の維持管理の強化を目的と      
する。 

 

















 

 

 

 

 

 

 

付属資料 6. 基本設計概要表 

     



基本設計概要表 

 

１．案件名 

   セネガル共和国ロンプル水産センター建設計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置づけ） 

(1) 漁業はセネガルの輸出、食料供給、雇用等に重要な役割を果たし、国内総生産と経済成長におおきく貢

献してきた。しかし、魚類輸出は全輸出額の 27%(2001 年)を占めるほどに成長したが、漁業生産額は低迷

しており、GDP に対する漁業の割合は 1997 年の 2.3%から 2001 年には 1.6%に低下している。このため、貧

困削減戦略の一環として漁業再建が掲げられ、優先行動計画（2003-2005）では、漁獲物水揚場の建設、

加工生産の促進等による漁業生産物の付加価値強化が重点課題として取り上げられている。 

(2) ロンプルはセネガル北部沿岸サンルイとカヤールの二大漁業生産地の中間に位置し、底魚資源と浮魚資

源に富んでいるとされるが、これまで漁業インフラがほとんど整備されてこなかったため、零細漁業が発達し

てこなかった。水揚げ施設がないため、漁獲物は直接砂の上に荷下ろしされ、漁船の横で無秩序に取引さ

れている。水揚げ場所に車両のアクセスができず、水揚げされてから、保冷されるまでに時間がかかり、鮮

度劣化が起きている。また、砂にまみれた漁獲物を洗う清水が得られず、衛生状態がよくないため、漁獲物

が汚染されることがある。製氷冷蔵施設がなく、鮮度維持ができないため、漁獲が多いときは魚価が暴落す

る。加工場が衛生的でなく、加工機材、保存倉庫も整備されていないため、製品の品質が劣化して、仲買

人に買いたたかれることも多い。 

(3) これらの問題の解決には、水揚場の整備等による水揚げ時における漁獲後損失の削減、水揚地から消費

地への流通整備、加工生産品の品質改善と女性の労働条件改善のための零細加工場整備等、ロンプル

零細漁業の生産と労働条件の改善が急務となっている。 

 

３．プロジェクト全体計画(*)概要 

 * 無償資金協力案件を投入の１つとする相手国政府によるプロジェクト全体計画 

* 下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

ロンプルでの漁獲物、加工品の品質が向上し、漁業生産額が増大する。 

（裨益対象：ケブガイ地方共同体／漁民510人、加工に従事する女性277人、仲買人25人、 

住民6,490人） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 水産センターの運営体制が整備される。 

イ 水産センターの施設機材が整備される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア プロジェクト運営のための人員を配置する。 

イ 水産センターを建設する。 

ウ 必要な機材を調達する。 

エ 水産センター管理委員会と傘下の水揚場管理組合、加工エリア管理組合、井戸給水施設管理組合

を設立する。 



オ 運営機関関係者を対象に施設運営維持管理に係わる研修を実施する。 

カ 水産センターの運営・維持管理を行う。 

 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側（＝本案件）：無償資金協力 6.48 億円 

イ 相手国側 

（ア） 必要な人員の配置 

（イ） 敷地の確保、既存建物の撤去 

（ウ） 施設機材の運営・維持管理に係わる経費 

 

(5) 実施体制 

実施機関： 海洋経済省海洋漁業局 

主管官庁： 海洋経済省 

 

４．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

  ルガ州ケブ・ガイ地方共同体ロンプル村 

 

(2) 概要 

  水揚施設、製氷・保蔵設備、加工施設機材、井戸給水施設、管理事務棟及び漁船安全監視用機材が整

備される。 

 

(3) 相手国側負担事項 

1) 既存建物の撤去、建設用地の確保 

2) 電気の引込み工事 

 

(4) 概算事業費 

  概算事業費  6.49 億円(日本側 6.48 億円、セネガル側 0.01 億円) 

 

(5) 工期 

詳細設計を含めて 16.5 ヶ月を予定 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

1) 加工女性集会所の建設。 

2) 周辺井戸塩水化防止のため、井戸掘削地点をサイトより約 4.5km 陸側にした。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

(1)  漁獲量の急激な減少 

急激な減少はないが、漁業資源移動、乱獲あるいは漁業規制により漁獲量が減少すれば、市場流通量

が減少し、成果指標値（鮮魚流通量及び加工生産量）に影響が及ぶ可能性がある。 

(2)  漁獲量の急激な増大 

移動漁民の急激な増大等により、漁獲量が急激に増大すれば、鮮魚流通量が増大し、成果指標値（施氷

率）に影響が及ぶ可能性がある。 



６．過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 
７．プロジェクト全体計画の事後評価に係わる提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果目標 

ア ロンプル水産センターの鮮魚流通量 

ロンプル水産センターが稼働することにより鮮魚流通量が年間 695 トンから 1,435 トンに増大する。 

（単位：トン） 

年 年間鮮魚流通量 

2004 年（実施前）    695 

2008 年（実施後）   1,435 

 

イ ロンプルからの流通魚類への施氷率の増大 

ロンプル水産センターが稼働することにより、流通魚類に対する施氷率はイワシ類が 0 % 、イワシ類以外の

魚類が 18.4 %から、イワシ類 15.6 % 、イワシ類以外の魚類が 50.5%となり、流通魚類の鮮度維持に適当とさ

れる施氷率（それぞれ 10%、50%）を上回ると予測される。 

流通魚類への施氷率 
年 

イワシ類 イワシ類以外の魚類 

2004 年（実施前） 0 % 18.4% 

2008 年（実施後） 10%以上 50%以上 

 

ウ ロンプル水産センターの加工生産量 

ロンプル水産センターが稼働することにより加工生産量（原魚換算）が年間 716 トンから 900 トンに増大す

る。 

年 年間加工生産量（原魚換算 単位：トン） 

2004 年（実施前）    716 

2008 年（実施後）   900 

 

(2) その他の成果指標 

 特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

    2008 年以降。(ロンプル水産センター竣工引き渡し後１年経過後) 

 

 

 



付属資料 7. 参考資料／入手資料リスト 

 

番

号 

資料の名称 形態 オリジナル

/コピー 

収集先/ 発行機関 発行年 

1 Rapport annuel d’activités 2003 
Potou sur Mer 

レポート コピー DPM 2004 

2 
Etude socio-économique de base 

pour le projet de développement et 
de renforcement des capacités de la 

pêche artisanale à Lompoul 

レポート オリジナル GERAD 2004 

3 Situation économique et sociale du 
Sénégal 

図書 コピー DPM 2003 

4 
Composante Pisciculture 
Programme régional de 

développement agricole dans la 
région de Louga 

レポート コピー DPM 2003 

5 Document de stratégie de réduction 
de la pauvreté 

図書 コピー 経済財務省 2003 

6 
Filière transformation de produits 

Halieutiques à Lompoul 
Etude situationnelle 

レポート コピー Cabinet APCO 2003 

7 Document de présentation de la 
région de Louga 

図書 コピー Service régional de la 
prévision de Louga 

2002 

8 Programme de développement de la 
pêche dans la région de Louga 

レポート コピー DPM 2002 

9 
Projet « plan d’action pour le 

développement et l’aménagement 
territorial de la lague de barbarie au 

Sénégal» 

図書 コピー DPM 2002 

10 
Plan d’action à moyen terme de 

développement durable de la pêche 
et de l’aquaculture 

図書 コピー DPM 2001 

11 
Pêche maritime et continentale 
aquaculture Tome I – Analyse 
descriptive et diagonostique 

図書 コピー DPM 2001 

12 Document de stratégie de 
coopération et programme indicatif 

図書 コピー Sénégal-Communauté 
Européenne 

2001 

13 
Situation économique et sociale de la 

région de Louga 
図書 コピー Direction de la 

prévision et de la 
statistique 

2000 

14 
Rapport de restitution de l’étude sur 

la pêche au Sénégal auprès des 
acteurs à la base 

図書 コピー ENDA 2000 

15 Rapports statistiques annuel 
marché central au Poission  1999 

図書 コピー DPM 2000 

16 
Documentation sur les succès des 
femmes en matière de gestion des 
ressources naturelles au Sénégal 

図書 コピー UNU/INRA 1999 

17 Code du travail 図書 オリジナル ENAS TECHNIQUE 1997 

18 
地形図 （S=1/50000） 

およびサンルイ市街地図 1/1000 
サンルイ～ルーガ（計７枚） 

地図 オリジナル ｾﾈｶﾞﾙ地理地図局(89 年

JICA 開調) 
1990 

19 航空測量用空中写真 （S=1/1000） 空中写真 オリジナル ｾﾈｶﾞﾙ地理地図局(89 年

JICA 開調) 
1989 

20 Rapport de la Région de Louga 図書 コピー 経済財務省 - 

 



 
付属資料 ８   セネガル国側負担工事費 内訳 
 
 
■既存建物撤去、整地工事費 
 
【内訳】 

１）ブルドーザー 10 日間×350,000 F.CFA／日＝ 3,500,000 F.CFA 
２）普通作業員 5 人×10 日間×6,000 F.CFA／日＝ 300,000 F.CFA 
 合   計  3,800,000 F.CFA 
  （約 771 千円） 

 
    
  
 



 

 

 

 

 

 

 

付属資料９. その他資料・情報 

 

    9-1 機材リスト 

   9-2 電力計画 

9-3 給水計画 

9-4 自然条件調査結果 

 



付属資料 9-1 機材リスト 

 

番号 機材名 数量 単位 概略仕様 

1.加工用機材 

(1) 製品ｺﾝﾃﾅ 350 個
外寸:600 x 400 x 300mmH､50 ﾘｯﾄﾙ､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製､ 

ﾒｯｼｭｹｰｽ 

(2) 秤 2 台 ﾋﾞｰﾑﾀｲﾌﾟ､200kg､ｽﾁｰﾙ製 

(3) 台車 5 台 2 輪車､積載荷重 200kg 

(4) 塩漬ﾀﾝｸ 348 個
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製､底部重り用ｺﾝｸﾘｰﾄ､開口部φ1,000mm､ 

高さ 600mm 

(5) その他加工用機材 1 式 ｺﾞﾐ容器､ｹﾁｬ用鍋 

2.荷捌き場用機材 

(1) 台車 5 台 2 輪車､積算加重 200kg 

(2) 魚箱 130 個 外寸:600 x 400 x 300mmH､50 ﾘｯﾄﾙ､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製 

(3) 秤 2 台 ﾋﾞｰﾑﾀｲﾌﾟ､200kg､ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ部ｽﾃﾝﾚｽ製 

(4) 保冷箱 5 台 外寸:1000x750x750 

(5) その他荷捌機材 1 式 ｽｺｯﾌﾟ､ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ､ﾎｳｷ､ｺﾞﾑﾎｰｽ等 

3.多目的集会室･事務用機材 

(1)多目的会議室用機材 

① ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 1 台 1,000ANSI ﾙｰﾒﾝ 

② ｽｸﾘｰﾝ 1 台 天井取り付け型､手動 

③ ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 1 台 幅 180cm 

④ ﾃﾚﾋﾞ 1 台 29 ｲﾝﾁ 

⑤ ﾋﾞﾃﾞｵ 1 台   

⑥ ﾊﾟｿｺﾝ 2 台 2.5GH､120GBHDD､CD-RW､FDD､17"CRT ﾓﾆﾀ 

⑦ UPS 2 台 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ用 

⑧ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 2 台 A4､ﾓﾉｸﾛ､ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾘﾝﾀ､33 枚/分 

⑨ ｺﾋﾟｰ機 1 台 A3､ﾓﾉｸﾛ 

⑩ その他多目的会議室用機材 1 式 集会用ﾃｰﾌﾞﾙ､ﾊﾟｲﾌﾟ椅子等 

(2)事務用機材 

① 金庫 1 台 50kg 

② その他事務用機材 1 式 机､抽出机､ｻｲﾄﾞﾃﾞｽｸ､書類棚､応接ｾｯﾄ､椅子､長椅子 

4.漁船安全監視機材  

(1) ﾚｰﾀﾞｰ 1 台 出力:4kw 

(2) SSB 無線機 1 台 空中線電力:150W 

(3) VHF 無線機 1 台 空中線電力:25W 

(4) 気圧計 1 台 ｱﾈﾛｲﾄﾞ気圧計 

(5) 風向風速計 1 台 尾翼風向ｾﾙｼﾝ式 

 

 

 



付属資料 9-2 電力計画 
 
電力負荷計算表 

(1) 電灯コンセント単相負荷  
 ①電灯負荷 23.80 KVA 
 ②コンセント負荷 10.20 KVA 

(2) 空調換気単相負荷  
 ① 空調換気負荷 9.50 KVA 

(3) 製氷設備三相負荷  
 ① 製氷／貯氷施設負荷 60.00 KVA 

(4) 給水ポンプ三相負荷  
 ① 深井戸用ポンプ負荷 10.42 KVA 
 ② 浅井戸用ポンプ負荷 2.08 KVA 

 

トランス容量計算 

(1) 単相負荷 43.50 KVA 
(2) 三相負荷 72.50 KVA 

 合計 116.00 KVA 
余裕率（20%）を見込み、116.00 x 1.2 ＝139.20 KVA。 
よってトランス容量は 150KVA 以上とする。 
 

発電機容量計算 

(1) コンセント負荷 3.00 KVA 
(2) 電灯負荷 12.00 KVA 
(3) 製氷／保冷庫負荷 8.50 KVA 
(4) ポンプ負荷 12.50 KVA 

 合計 36.00 KVA 
   
余裕率（20%）を見込みと 36.00 x 1.2 = 43.20 KVA 
よって、発電機容量は 50KVA とする。  
 



付属資料 9-3 給水計画 
 
本計画における 1 日当たりの給水量は以下のとおりである。 
 
(1) 深井戸（清水） 

 水揚場／荷捌場 ① 床洗浄水 588m2 x 0.01 ＝ 5.88m3 

  ② 鮮魚洗浄水 14.7 x 0.46 x 0.2 ＝ 1.35 m3 

 駐車スペース（床洗浄水） 600m2 x 0.005 ＝ 3.00 m3 

 製氷用水（製氷能力：3 ﾄﾝ x 2 台）  ＝ 9.00 m3 

 管理事務室 14 人 x 100 ﾘｯﾄﾙ x 1.2 ＝ 1.68 m3 

 婦人集会室 3 人 x 100 ﾘｯﾄﾙ x 1.2 ＝ 0.36 m3 

 公衆便所（2 ヶ所）  ＝ 9.00 m3 

 合計   30.27 m3 

   （≑ 30.00 m3）

 

(2) 浅井戸（海水） 

 加工場 ① 加工魚洗浄水 14.7 x 0.42 x 0.3 ＝ 1.85m3 

  ② 塩漬タンク補給水 348 個 x 20 ﾘｯﾄﾙ x 0.3 ＝ 2.09 m3 

 合計   3.94 m3 

   （≑ 4.00 m3）
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